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1．目的 

 近年の日本の豪雨災害では時間雨量 100mm 以上の降

雨も珍しくなく，それらの降雨によってこれまでにな

かったような洪水災害や土砂災害が引き起こされてい

る ¹⁾．総務省消防庁²⁾ によると，台風・大雨に関係す

る事例の犠牲者は 2004 年から 2014 年の 10 年間で 712

名にも及んでいる．よって，災害をもたらす雨の特性を

把握することは，水害対策を行う上で必要不可欠であ

る． 

 豪雨の研究は多く行われているが ³⁾⁴⁾ ，災害をも

たらす豪雨の特性（時間帯分布）に着目した研究は少な

い．夜間に災害が発生した場合， 被災状況は昼間に発

生した場合とは異なるため，災害発生の時間的特性や

昼夜で生じた被害のそれぞれの特性を理解することは

今後の防災・減災を考えるにあたって重要な問題であ

る．そこで， “災害をもたらす雨” の発生した時間

帯分布を抽出し，住民の豪雨への意識を聞き取り調査

より明らかにし，それらの関係を考察した． 

 

2．研究対象 

 本研究では，愛知県名古屋市を対象地域とした．過去

には 1959 年の伊勢湾台風，2000 年の東海豪雨など大き

な被害を受けるなど，水害が多発してきた地域である． 

 

3．調査方法 

 本研究では，「名古屋地方気象台 ⁵⁾ によって大雨

警報が発令されていた時間帯の雨」を“豪雨”，「“豪

雨”かつ水害統計調査 ⁶⁾ で被害額が報告されている

雨」を“災害をもたらす雨”と定義した. 2003 年〜

2016 年を対象に，名古屋市の“豪雨”の時間帯分布と

“災害をもたらす雨”の時間帯分布を比較した．ここ

で，全大雨警報に対する“災害をもたらす雨”の割合

は「（“災害をもたらす雨”の発生回数）÷（全大雨警

報の発令回数）×100」で求めた． 

 また，中口ら 7）を参考に，水害区域図を用いて 1993

年から 2017 年の間に 5回以上内水氾濫が発生した区域

を内水氾濫頻発区域として抽出し，その区域で聞き取

り調査を実施した（図-1）． 

その後 1993 年～2017 年の 25 年間において，近年内

水氾濫が頻発する区域，過去大雨被害が多かったが近

年は被害が見られない区域，継続して被害が見られる

区域の 3 つに分け，それぞれの地区で水害への意識を

住民に聞き取り調査を実施した． 

 

4．結果・考察 

 名古屋市における“災害をもたらす雨”の時間帯分

布を図-2 に示す．名古屋市では夕方から夜にかけて

“災害をもたらす雨”が比較的多く分布している傾向

が見られたが，割合が有意に高い時間帯は確認されな

かった．これは，大雨警報が降水量の少ない(5mm/h 未

図-1 名古屋市の内水氾濫頻発区域 

キーワード：大雨警報，水害統計資料，浸水被害  
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満)時間帯においても連続して発令されているためで

あると考えた．そこで，大雨警報時の 1 時間降水量が

10mm/h を超過した場合を豪雨と設定再定義した．

10mm/h を超過した場合の“災害をもたらす雨”の時間

帯分布を図-3 に示す．その結果，“災害をもたらす雨”

の頻度，割合はともに朝方から昼間にかけて少なく，夕

方から夜にかけて多く見られた．  

 聞き取り調査の結果より，被災経験の有無による雨

が多いと感じる時間帯の結果を図-4 に示す．赤系の色

は雨が多いと感じる時間帯がない，青系の色は夕方と

夜に多い，灰色系がその他の回答を示す．前述の“豪雨”

の結果より，青系の回答が“豪雨”の正しい認識を持

っていると推測した．また，被災経験のありの方が“な

い”や“イベントによる”と答えた回答が多く，正しい

認識を持っている割合も被災経験なしの場合よりもわ

ずかに多い結果となった． 

 

5.結論 

全体として 18 時〜20時には“豪雨”，“災害をもた

らす雨”，“豪雨”に対する“災害をもたらす雨”の

割合すべてが高く，朝は逆に低いことがわかった．雨量

が増えた激しい“豪雨”では特にこの傾向が強く見ら

れることがわかった．これらより，“災害をもたらす雨”

の発生は時間帯によって差があることがわかった． 

 また，現在区域ごとの住民の意識調査の結果を分析

中である．全体として雨が多く降る時間帯を「夜」と答

えた人の割合が 30%と最も多かった. 一方で，残りの

70％は，豪雨の発生回数の多い時間帯と一致していな

かった. このことから多くの住民は豪雨の時間帯の認

識に違いがあると推察された. 
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図-2 “災害をもたらす雨” の時間帯分布 

図-3 10mm/hを超過した場合の 

“災害をもたらす雨” の時間帯分布 

図-4 雨が多いと感じる時間帯 

（左：被災経験あり，右：被災経験なし） 

(a)被災経験あり (b)被災経験なし 
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